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平 面 図 S=1:500

側 面 図 S=1:500

DL=-40.00

金岡高架橋 耐震補強一般図(その1)
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

13径間プレテンション方式PC単純T桁橋上 部 工

0.9471%直線上り勾配～5.00%直線上り勾配(バーチカルカーブ内)

橋台 ; 逆T式橋台

9.930m

4.000%直線片勾配

有効幅員

基 礎 工

L=263.000m（道路中心線上）橋    長

桁    長

支 間 長

20.960m + 5x18.960m + 7x20.960m（道路中心線上）

路 線 名

金岡高架橋橋 梁 名

設計条件
県道寒河本庄岡山線

20.360m + 5x18.360m + 7x20.360m（道路中心線上）

架橋位置 岡山市東区金岡東町二丁目地内

全 幅 員

9.000m

橋
の
種
別

橋
梁
形
式

橋脚 ; 矩形柱張出し式橋脚
下 部 工

橋台 ; 場所打ち杭基礎φ1000

橋脚 ; 場所打ち杭基礎φ800

支承条件
橋軸方向 ; 固定、可動

橋軸直角方向 ; 固定

線
形
条
件

縦断勾配

横断勾配

斜　角 90°00′00″

R=500m～A=160m

重要度の区分

耐
震
設
計
条
件

B種の橋(第二次緊急輸送道路)

地域区分

地盤種別 　種地盤

落橋防止

システム

桁かかり長 ; 各下部工にて確保

落橋防止構造 ; 1.5SE桁座拡幅

横変位拘束構造 ; 設置していない(省略規定に該当）

平面線形

道路規格

設計速度

支承補強構造

橋脚柱補強

施
工
条
件

吊足場

吊足場

オープン掘削

落橋防止構造

維
持
管
理
条
件

上部工留意事項

下部工留意事項

付属物留意事項

床版間詰め、桁端部漏水等の確認

橋座面の排水状況

支承の変状、伸縮継手の漏水等

桁下からの目視(必要に応じて梯子設置)点検方法

適用示方書
道路橋示方書 同解説　～　(平成29年11月、平成24年3月）

国総研資料 第700号

支承補強

　構造

落橋防止

システム

構造 対策

水平力分担

構造(橋軸)

水平力分担

構造(直角)

段差防止

　構造

桁かかり長

落橋防止

　構造

 横変位

拘束構造

アンカーバー

(横桁増厚)
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正面図 側面図

橋座平面図(5-5)

柱断面図(6-6)

柱基部断面図(7-7)
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規　    格名　称

桁 座 拡 幅
補
強
工

使用材料 （設計条件）

柱

摘　    要

鉄　     筋 S D 3 4 5

2.00%

P3橋脚 補強構造一般図 S=1:100

（落橋防止構造：1.5SE縁端拡幅）（落橋防止構造：1.5SE縁端拡幅）

σc k= 2 4 N / m m
2

σc k= 2 4 N / m m
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課
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P3橋脚 補強構造一般図
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組立筋アンカー

D13

S=1:10a部詳細図

既設橋脚

チッピング

正面図

フレアー溶接詳細図

S:溶接ビードの幅;S=0.5D

a:のど厚

D:鉄筋径（呼び径）
鉄筋

鉄筋

D S a

単位(mm)

　　a=0.39D-4(D＞22mmの場合)

25 12.5 5.75

フレア溶接

フレア溶接

(1-1) (2-2)

底版上面
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鉄筋質量表（SD345）

C 1 D41 8520 24 10.5 89.46 2147

C 2 D25 7700 22 3.98 30.65 674

C 3-1 D41 7500 12 10.5 78.75 945 （12）

C 3-2 D41 1020 12 10.5 10.71 129

C 4 D25 7700 14 3.98 30.65 429

C 5 D25 5630 154 3.98 22.41 3451

C 6 D13 220 120 0.995 0.22 26

7801 kg

(圧接箇所)

合　計 D41 3221 kg ( 12)

D25 4554 kg

D13 26 kg

総質量 7801 kg ( 12)

P3橋脚 柱補強配筋図 S=1:50

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

P3橋脚 柱補強配筋図

図 示 4

S=1:2組立アンカー部詳細図

既設側 巻き立て側
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正面図 側面図

橋座平面図(5-5)

柱断面図(6-6)

柱基部断面図(7-7)

t=250mm t=250mm t=250mm
t=250mm

φ32

規　    格名　称

桁 座 拡 幅
補
強
工

使用材料 （設計条件）

柱

摘　    要

鉄　     筋 S D 3 4 5

P2橋脚 補強構造一般図 S=1:100

（落橋防止構造：1.5SE縁端拡幅）
（落橋防止構造：1.5SE縁端拡幅）

σc k= 2 4 N / m m
2

σc k= 2 4 N / m m
2

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

P2橋脚 補強構造一般図
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示

フレアー溶接詳細図

S:溶接ビードの幅;S=0.5D

a:のど厚

D:鉄筋径（呼び径）
鉄筋

鉄筋

D S a

単位(mm)

　　a=0.39D-4(D＞22mmの場合)
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組立筋アンカー
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S=1:10a部詳細図
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チッピング

S=1:2組立アンカー部詳細図
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打込アンカー

（ネジ加工）
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定着部詳細図 S=1:20
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示

フレア溶接

フレア溶接

底版上面

[-250x90x9x13(SS400) 298 kg溝形鋼

PC鋼棒 186φ32 2101

種別集計

支圧板

座金

ナット

PL-165x165x32(SS400)

M33 23 kg

kg3

kg192

kg186φ32PC鋼棒

φ32用

2150[-250x90x9x13 298

ナット M33

座金

支圧板 PL-165x165x32

総重量

23

φ32用

摘　要
数　量

（枚,本）
長　さ
（mm）

単位重量
（kg/m）

寸　法名　称
全体重量
（kg）

4

14

28

28

28

溝形鋼 34.6

6.31

0.815

6.84

0.111

kg702

3

192 (SS400)

(SS400)

中間貫通材数量表

1. アンカー鉄筋の埋込み長は、既設橋脚に鉄筋径の20倍とする。

注 記

2. 帯鉄筋の継手はフレアー溶接により接続し、継手位置を千鳥配置にする。

3. 現地再計測及び鉄筋探査のうえ施工を行う。

4. PC鋼材は、ストレスの導入は行わない。

5. PC鋼材設置時に既設柱鉛直鉄筋を切断しても構造上問題無いが、極力切断
 　しないように施工すること。
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5 164-D25 X 5620

鉄筋質量表（SD345）

C 1 D38 8960 24 8.95 80.19 1925

C 2 D22 8200 22 3.04 24.93 548

C 3-1 D38 7000 8 8.95 62.65 501 （8）

C 3-2 D38 1960 8 8.95 17.54 140

C 4 D22 8200 10 3.04 24.93 249

C 5 D25 5620 164 3.98 22.37 3669

C 6 D13 220 128 0.995 0.22 28

7060 kg

(圧接箇所)

合　計 D38 2566 kg (  8)

D25 3669 kg

D22 797 kg

D13 28 kg

総質量 7060 kg (  8)

P2橋脚 柱補強配筋図(その2) S=1:50

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

P2橋脚 柱補強配筋図(その2)

7

(ネジ加工)

S=1:5

C
 
6 128-D13 X 220

既設底版上面

(丸棒B種1号(SBPR930/1080))

σck=21N/mm
2

L=2150mm N=2x2=4

既設コンクリート

巻立てコンクリート

σck=24N/mm
2

座 金 (φ32用)

PC鋼棒 φ32x2101

既設コンクリート削孔 φ50

グラウト充填

支圧板

(SS400,t=32mm)

N=14x2=28

ナット（M33）

N=14x2=28

[-250x90x9x13(SS400)

主鉄筋  D38

N=14x2=28

S=1:10中間貫通PC鋼棒取付詳細図

N=7x2=14
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PC鋼棒かぶり寸法
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

No
.1
4+
80
.6
00

No.14+80.600

終点側正面図(1 - 1 ) 起点側正面図(2 - 2 )

1

1

2

2

橋座平面図(5 - 5 )

柱断面図(6 - 6 )

柱基部断面図(7 - 7 )

5 5

6 6

7 7

(3-3) (4-4)側面図

σc k = 2 4 N / m m

規　    格名　称

桁 座 拡 幅
補
強
工

使用材料 （設計条件）

柱

摘　    要

2

鉄　     筋 S D 3 4 5

ﾎ ﾟ ﾘ ﾏ ｰ ｾ ﾒ ﾝ ﾄ ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ巻立て補強σc k = 3 0 N / m m
2

t=50mm

t=103mm t=80mm

t=103mm
t=103mm

t=50mm

t=103mm

t=80mm

φ36

φ36

P1橋脚 補強構造一般図(その1) S=1:100

P1橋脚 補強構造一般図(その1)

1:100 8
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

PC鋼棒かぶり寸法 PC鋼棒かぶり寸法

t=50mm

S=1:10柱基部断面詳細図

既設底版上面

A

A

(
20
D
+1
0
mm
)

削孔径φ61 削孔長1030

エポキシ樹脂流し込み充填

[-250x90x9x13(SS400) 128 kg溝形鋼

PC鋼棒 93φ36 1940

種別集計

支圧板

座金

ナット

PL-190x190x38(SS400)

M38 14 kg

kg2

kg120

kg93φ36PC鋼棒

φ36用

1850[-250x90x9x13 128

ナット M38

座金

支圧板 PL-190x190x38

総重量

14

φ36用

摘　要数　量

（枚,本）

長　さ

（mm）

単位重量

（kg/m）
寸　法名　称

全体重量

（kg）

2

6

12

12

12

溝形鋼 34.6

7.99

1.200

10.00

0.140

kg357

2

120 (SS400)

(SS400)

中間貫通PC鋼棒材料表

注記)

1.施工に当たっては現地計測を行い、寸法の確認を行うこと

2.既設構造物との接触面は適切な下地処理を行うものとする。

3.アンカー筋削孔時には、既設鉄筋を確認し避けること。

4.主鉄筋は既設コンクリート面に金具を用いて固定すること。

5.帯鉄筋の継ぎ手はフレア溶接とし、継ぎ手位置は千鳥配置とすること。

6.「PAE系ポリマーセメントモルタルを用いたコンクリート構造物の

　補修・補強に関する設計・施工マニュアル(案)」　に規定されている

　材料及び施工方法と同等品以上とすること。

7．PC鋼材は、ストレスの導入は行わない。

8．PC鋼材設置時に既設柱鉛直鉄筋を切断しても構造上問題無いが、

　極力切断しないように施工すること。

9．PC鋼棒の製作は定着間を実測確認のうえ行うこと。

P1橋脚 補強構造一般図(その2)

図 示 9

P1橋脚 補強構造一般図(その2)

t=50mm

φ36

S=1:20柱断面詳細図

S=1:5ポリマーセメントモルタル吹付工法

既
設
橋
脚

(2m間隔以下）

既
設
橋
脚

(2m間隔以下）

<t=103mm> <t=80mm>

①下地処理工

②下地工 1.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ)

③主鉄筋組立工(D51)

④増厚工 51.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ+Ⅱ)

⑤帯鉄筋組立工(D25)

⑦用心メッシュ取付工(FRPグリッド A=6.6mm2,100x100mm)

⑨表面保護工

⑥増厚工 25.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ+Ⅱ)

⑧増厚工 26.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ+Ⅱ)

※1)

※1) ※2)※3)

増厚

かぶり

増厚

かぶり

①下地処理工

②下地工 1.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ)

③主鉄筋組立工(D29)

④増厚工 29.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ+Ⅱ)

⑤帯鉄筋組立工(D25)

⑦用心メッシュ取付工(FRPグリッド A=6.6

⑨表面保護工

⑥増厚工 25.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ+Ⅱ)

⑧増厚工 25.0mm (ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ+Ⅱ)

※1)

※1) ※2)※3)

PC鋼棒φ36x1940

(丸棒B種1号(SBPR930/1080))

支圧版

(SS400,t=38mm)

ナット

(M38)

※1：ポリマーセメントモルタル-タイプⅠ
　　　接着剤およびプライマー材として使用

※2：ポリマーセメントモルタル-タイプⅡ
　　　増厚材として使用

※3：ポリマーセメント-タイプⅠ+タイプⅡ

　　　タイプⅠ(t=0.5mm)+タイプⅡ(t≦30mm)のパターンで重ね塗りを行う

mm2,100x100mm)

S=1:5A-A断面

L=1850mm N=2

(SS400,t=38mm)
N=6x2=12

N=6x2=12

N=6x2=12

σck=21N/mm
2

グラウト充填

(丸棒B種1号(SBPR930/1080))
N=6

主筋取付金具詳細図

φ6xL45

Pレスアンカー詳細図 S=1:2

S=1:2

正面図

断面図

D51用

(配置間隔　@2000程度)

正面図

断面図

D29用

(配置間隔　@2000程度)
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示

( 1 '- 1' ) 起点側正面図(2-2 )

3 3

5 4

5 4

H
 
1 D51

H
 
2 D29

H
 
3 D51

H
 
4 D29

H
 
3 D51

H
 
5 D25H

 
5 D25

注記)

終点側正面図

(1-1)

H
 
3 D51 H

 
3 D51

 1. 施工に当たっては現地計測を行い、寸法の確認を行うこと。

 2. 既設構造物との接触面は適切な下地処理を行うものとする。

 3. アンカー筋削孔時には、既設鉄筋を確認し避けること。

 4. 主鉄筋は既設コンクリート面に金具を用いて固定すること。

 5. 圧接継手部断面は鉄筋径より大きくなる為、圧接部のコンクリートを部分的にはつ

 　 り取り、鉄筋のうきが起こらないようにすること。

 6. 帯鉄筋の継ぎ手はフレア溶接とし、継ぎ手位置は千鳥配置とすること。

 7. 「PAE系ポリマーセメントモルタルを用いたコンクリート構造物の補修・補強に関

    する設計・施工マニュアル(案)」に規定されている材料及び施工方法と同等品以上

    とすること。

 8. PC鋼材は、ストレスの導入は行わない。

 9. PC鋼材設置時に既設柱鉛直鉄筋を切断しても構造上問題無いが、極力切断しないように施工すること。

10. PC鋼棒の製作は定着間を実測確認のうえ行うこと。

P1橋脚 柱補強配筋図(その1) S=1:50

P1橋脚 柱補強配筋図(その1)

10

S=1:5かぶり詳細図

(2m間隔以下）(2m間隔以下）

(2m間隔以下）
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橋
脚
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帯鉄筋(D25)

柱断面図(3 - 3 )
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示

No
.1
4+
80
.6
00

1

1

2

2

側面図(4-4 )

t=50mm

フレアー溶接詳細図

S:溶接ビードの幅;S=0.5D

a:のど厚

D:鉄筋径（呼び径）
鉄筋

鉄筋

D S a

単位(mm)

　　a=0.39D-4(D＞22mmの場合)

25 12.5 5.75

フレア溶接

フレア溶接

底版上面
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断面図(5-5)
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H
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鉄筋質量表（SD345）
種 別 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

H 1 D51 9820 10 15.9 156.14 1561

H 2 D29 8800 11 5.04 44.35 488

H 3-1 D51 8500 7 15.9 135.15 946 （7）D51+D51

H 3-2 D51 1320 7 15.9 20.99 147

H 3-3 D51 7000 7 15.9 111.30 779 （7）D51+D51

H 3-4 D51 2820 7 15.9 44.84 314

H 4 D29 8800 21 5.04 44.35 931

H 5-1 D25 3380 88 3.98 13.45 1184

H 5-2 D25 7180 88 3.98 28.58 2515

8865 kg

(圧接箇所)

合　計 D51 3747 kg ( 14) D51+D51

D29 1419 kg

D25 3699 kg

総質量 8865 kg ( 14)

（フレア溶接）

(176)

(176)

P1橋脚 柱補強配筋図(その2) S=1:50

P1橋脚 柱補強配筋図(その2)
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

HP300

汚

g

g

汚

仕

仕

g

引

g仕

汚
汚

民家

Co

量
汚

仕

汚

仕

仕

0.97

(0.63)

As

2.49

1.33

1.68

1.15

(1.86)

1.09

1.50

2.42

(0.75)

2.64

(1.80)

3.51

2.50

3.59

3.29

2.12

3.59

3.45

2.09

2.48

3.59

3.58

3.61

1.80

(2.25)

1.90

2.08

3.61

3.41

2.76

3.21

3.25

3.51

2.40

2.54

2.57

1.78

3.40

3.26

3.27

3.46

g

仕

仕

水

P4

P6

P3

P7

S=1:200

P1

P5

橋脚補強 施工計画図(案)

P2

E

汚

汚

（空）

民家

Co

民家

Co

As

3.65

KE.2-2

NO.14

KA.2-2

汚

汚

倉庫

汚
水道管

仕

Co

g

HP300

物置

物置

HP300

g

汚

水道管

仕

汚

汚

汚

汚

汚

HP300

g

汚

仕

HP300

汚

仕

VP250

VP250

汚

量

T 下之町幹35

E カナオカ支35H2
T 下之町幹31R11

g

1.10

(1.72)1.88

0.72

物置

1.02

1.14

1.85

1.71

1.10

0.60

物置

物置

ゴミ置場

民家

倉庫

カーポート

倉庫

物置

E 川口線42

自転車置場

As

As

As

ゴミ置場

As

物置

倉庫

g

(駐)

g

1.22

1.41

1.17

1.27

g

民家

58

1.26

0.26

1.44
1.04

0.24

1.45

0.42

1.25

0.98

(0.77)

1.18

1.22

1.20

1.31

1.49

1.14

0.61

1.45

1.08

1.05

1.13

(0.52)

1.18

1.09

1.27

1.50

0.90

1.35

1.38

1.16

-0.46

0.32

(0.58)

1.48

-0.46

1.17

1.08

1.12

1.14

-0.47

0.60

1.23

(0.53)

1.10

1.25

1.07

1.05

0.88

1.18

1.02

(0.61)

(0.37)

1.07

0.62

1.65

1.45

1.61 1.56

0.96

1.40

1.51

1.30

1.65

g

1.21

1.07
0.97

1.18

1.55

1.38

1.73

0.62

1.49

1.34

1.92

1.36

1.26

(1.56)

2.06

0.68

0.64

2.17

1.53

2.14

0.69

2.12

カラオケ喫茶
ヘキサ

捨石

(有)佐々木電機工業所

物置

金岡配水制御弁室

E カナオカ支35M1
T 産業東幹22L5

カーポート

As

As

車置場

As

E カナオカ支35次1左2引1

E 川口線43

西-H0412-6

KT1

KT3

E カナオカ支37左4右1

E 川口線41
T 下之町幹31R8R1

KT2

T 下之町幹31R8

E カナオカ支35T1

倉庫

IN.1

KT3-1

As

K42-1

IN.3

IN.2
NO.1171
H=3.696

IN.4

NO.1170

H=1.139

空家

民家

民家

仕

F

汚

民家

汚

止

F

止

汚

民家

E カナオカ支35
T 下之町幹31R9
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L
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R
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R
P
1
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L
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K5362
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K5432
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K154

K408

K5364

K409

K5429

K5363

K412
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3.44

3.74

2.43

g

2.28

g

1.68

1.68

g

2.26
2.17

2.08

2.30

2.94

3.65
3.81

3.69

4.99

3.84

2.58

1.86

2.86

1.96

2.32

2.69

1.12

3.152.25

3.44

2.20

2.77

1.96

2.87

2.51

2.41

1.99

2.05

2.28
1.75

2.22

1.55

2.26

1.91

1.20 2.03

1.66

3.83
3.71

3.89 3.92

2.95

2.99

g

3.77

3.43

3.24

1.89 3.53

1.63

3.81

3.85

1.95

3.17

3.30

3.42

2.06

3.87

1.70

3.96

KBM.1
H=1.662

3.14

（空）

DI
P
15

0

DIP75

DIP400

D
IP
1
00

DIP400

VU
20
0

VU
20
0

V
U
20
0

VU200

注記:起点側現況地形は、「地理院地図」をトレースしたものである。

水道

電気

下水

凡 例
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P
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R
NO
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RP9

REC2

L
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R
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R
P
1
0

R
S
P3

L
B
C1

L
P
8

LBC2

LP
9

L
S
P
2

LB
C
3

県道寒河本庄岡山線

RS
P
1

LSP1

RE
C
1(
RB
C2
)

LEC1

L
E
C2

LN
O .
3

LS
P3 L
EC3

REC3

L
NO.

4

RNO
.4

LNO
.5(

LEP)

RN
O.5(

REP
)

NO.14

KE.2-2

既設桝 1ヶ
所

L=5.8m

既
設
水
路
(
角
フ
リ
ュ
ー
ム
2
0
0
)

既設水路(角フリューム200)

既設水路(角フリューム300)

P4～P5橋脚：橋脚柱補強時は、P5橋脚南側
　　　　　　 ゼブラ及びP4橋脚北側を利用
　　　　　　 した、片側交互規制が必要

P2～P3橋脚：橋脚柱補強時の現道規制不要

注記：P3橋脚西側の水道局施設

　　　との調整が必要である。 P1橋脚：橋脚柱補強時の現道
         の大きな規制は不要

アスファルト舗装 A=2.5m2

既
設
水
路
(角

フ
リ
ュ
ー
ム
20
0)

既設水路(自由勾配側溝)

P6～P7橋脚：橋脚柱補強時は現道片側交互規制が必要

アスファルト舗装 A=7.2m2

既設水路(角フリューム300)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
 A=24.8m2

既
設
フ
ェ
ン
ス

既
設
水
路

(角
フ
リ
ュ
ー
ム
20
0)

既
設
フ
ェ
ン
ス

橋脚補強 施工計画図(案)
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ヒューム管φ300 L=2.0m

アスファルト舗装 A=19.0m2

L=4.
8m

アスファルト舗装 A=3
.3m2

L=5.
0m

アスファルト舗装 A=2
.9m2

図 示

注記：地下埋設物の位置は、資料をトレースしたものであり、確実な位置を示したものではない。
　　　このため、施工に先立ち、試掘等により位置を確認すること。

今回施工

車道舗装

上層路盤（M-40）t=15cm

表　　層（密粒度As(20)）t=5cm

舗装復旧工 S=1:25

下層路盤（RC-40）t=15cm

至 備前FRPφ200x2孔

φ150x2孔至 岡山 既設フェンス L=3.3m

既設水路(自由勾配側溝)

L
=
5.
3
m

既
設
フ
ェ
ン
ス
 
L
=
2
.
0
m

L=5.5m

既
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
 L
=4
.
9m

アスファルトカッター L=4.9m

L=
0.
6m

既設フェンス L=2.0m
既設ガードレール L=4.4m

L=4.4m

アスファルトカッター L=8.4m

L=2.0m

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
 L=16.7m

L
=2
.
5m

L=
3.
5m

L
=
1
.
9m

既
設

フ
ェ

ン
ス

 
L=

2
.1

m

既設フェンス L=2.7m
既設水路(角フリューム300) L=4.4m

アスファルトカッター L=15.9m

既設ガードレール L=5
.4m

4既設水路(卵型排水側溝)
アスファルトカッター L=5

.3m

既設ガードレール L=5
.4m

既設水路(卵型排水側溝)

アスファルトカッター L=5
.2m

L=3.1m

既
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
 L=4.7m

50
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

DL=-5.00

DL=-5.00

DL=-5.00

LEC3

GH=2.18

FH=2.16

As
SL SL

カラオケ喫茶
ヘキサ

As

2.00%2.94%

(R)

DL=-5.00

DL=-5.00

DL=-5.00

P4

▽-0.890P4

LBC3

GH=1.98

FH=1.95

As

LSP3

GH=2.07

FH=2.05

AsSL

SL

カラオケ喫茶
ヘキサ

カラオケ喫茶
ヘキサ

SL
As

2.00%

1.66%

10.00%

2.55%

(R)

(R)

▽ 1.99

▽-0.890P4

RSP3

GH=1.88

FH=1.97

As SL g

水道 φ400
水道 φ400水道 φ400 水道 φ400 水道 φ400

2.00%

(L)

P4▽-0.890

REC3

GH=2.15

As

FH=2.17

SL
g g

水道 φ400
水道 φ400 水道 φ400 水道 φ400

2.00%

(L)

S=1:100橋脚補強 施工計画図(案)(その２)

RL

橋脚補強 施工計画図(案)(その２)

131:100

注記：地下埋設物の位置は、資料をトレースしたものであり、確実な位置を示したものではない。
　　　このため、施工に先立ち、試掘等により位置を確認すること。
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230 2750

4702980
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430 2750

1503180

▽ 1.93

▽ 1.44
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3250 500

3750

▽ 1.62

3250 360

3610



工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

DL=-5.00

DL=-5.00

DL=-5.00

DL=-5.00

DL=-5.00

DL=-5.00 LNO.4

GH=2.23

FH=2.22

As

LNO.5

GH=2.74

FH=2.75

As

As

SL

SL2.00%

2.00%

3.26%
13.42%

(R)

(R)

RNO.4

GH=2.25

FH=2.23

As AsSL
g

水道 φ400
水道 φ400 水道 φ400

水道 φ400

2.00%

(L)

P3 P2

▽-0.140P3 ▽-0.156P2

RNO.5

GH=2.76

FH=2.76

As SL

g

水道 φ400

2.58% 2.24%2.22%

(L)

S=1:100橋脚補強 施工計画図(案)(その３)

RL

橋脚補強 施工計画図(案)(その３)

141:100

注記：地下埋設物の位置は、資料をトレースしたものであり、確実な位置を示したものではない。
　　　このため、施工に先立ち、試掘等により位置を確認すること。

500 2750

3250

450 2750

3200

3200 170

3370

▽ 2.79

2800



工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

DL=-5.00 P1

▽-0.339P1

S=1:100橋脚補強 施工計画図(案)(その４)

橋脚補強 施工計画図(案)(その４)

151:100

注記：地下埋設物の位置は、資料をトレースしたものであり、確実な位置を示したものではない。
　　　このため、施工に先立ち、試掘等により位置を確認すること。



S=1:30

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示
設計基準強度

鉄筋種別

30 N/mm2

SD345

設計条件

名称
横桁増厚部

鉄筋定着長 30φ

桁座拡幅部

仕様

24 N/mm2

35φ

開始

素地調整工

鉄筋探査工

削孔機械設置

コンクリート削孔

孔内清掃

樹脂注入

アンカー埋込み

終了

アンカー取付けフロー

(1基当り)

(1基当り)

P3橋脚材料表(Mov)

P3橋脚材料表(Fix)

(落橋防止構造)

チッピング

φ5 0 X 8 6 0  8本( S 3 5 C N )

コア削孔 φ60 X 5 1 0

(落橋防止構造)

M 5 0 D

2 0 0 X 2 5 0 X 2 0

φ5 0 X 8 6 0  8本( S 3 5 C N )

コア削孔 φ6 0 X 5 1 0

φ 25 0

□2 0 0 X 2 0

F 5 0 D

( F i x )

P3橋脚
( M o v )

チッピング
φ2 0 0

P
3

P
4側

P
2
側

φ30x130φ30x130

1-1断面図

CL
1

1

2-2正面図

平面図

可動側アンカー筋ピッチ

2

固定側アンカー筋ピッチ

2

2.00%

注) 1.本図面は、既設資料および現地計測をもとに作成した図面である。

    2.施工する際は、既設の計測を行い、施工を行うこと。

    3.削孔する際は、既設鉄筋を切断しないように鉄筋探査を行うこと。

    4.既設コンクリートとの接合部は、下地処理としてチッピングを行うこと。

    5.鉄筋の埋込み長、定着鉄筋は鉄筋径の15倍、アンカーバーの上部工側は300mm以上

　　　かつ鉄筋径の6倍以上とする。下部工側は鉄筋径の10倍とする。

    6.鉄筋の削孔深さ、定着鉄筋は鉄筋径の15倍+10mm、アンカーバーは埋込み長+10mmとする。

    7.定着鉄筋、およびアンカーバーの削孔径は、鉄筋径+10mmとする。

φ30x130 φ30x130

支承補強　落橋防止システム構造図(その１)

16

（P3橋脚）

支承補強　落橋防止システム構造図(その１)

名称 寸法

M 5 0 D

2 0 0 X 2 5 0 X 2 0

φ 60 X 5 1 0

材質
S 3 5 C N  S S 4 0 0  C Rスポンジ

合成ゴム SR 2 3 5

R Dパッキン

コア削孔

単位 数量 備考

組

枚

箇所

8

8

8

名称 寸法

F 5 0 D

□ 20 0 X 2 0

φ 60 X 5 1 0

材質
S 3 5 C N  S G P  C Rスポンジ

合成ゴム S R 2 3 5

R Dパッキン

コア削孔

単位 数量 備考

組

枚

箇所

8

8

8

防蝕アンカー装置

防蝕材

アンカー削孔

防蝕アンカー装置

防蝕材

アンカー削孔

橋座面

φ5 0

エ ポ キ シ樹 脂 注入

支承補強アンカーバー S=1:10

S=1:5アンカーキャップ

※アンカーバーの防錆はS T- S G N 1 2とする。

位置決めパッキン

アンカーバー

アンカーキャップ

φ50x860

M

保持パッキン

スパイラル筋

アンカーバー

φ50x860

F

保持パッキン

アンカーキャップ

100Ax390

スパイラル筋

L=390

橋
軸
方
向

※ ボルト頭部に位置決め用の

  固定部材を設ける。

全ねじボルト

全周切り込み

位置決めボルト取付図

六角ナット・座金

M10x95 M10用

φ250(9@50=450)

φ200(9@50=450)

エポキシ樹脂流し込み

主桁削孔位置図 S=1:20
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S=1:30

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示
設計基準強度

鉄筋種別

30 N/mm2

SD345

設計条件

名称
横桁増厚部

鉄筋定着長 30φ

桁座拡幅部

仕様

24 N/mm2

35φ

開始

素地調整工

鉄筋探査工

削孔機械設置

コンクリート削孔

孔内清掃

樹脂注入

アンカー埋込み

終了

アンカー取付けフロー

(落橋防止構造)

チッピング

(落橋防止構造)

( F i x )

P2橋脚
( M o v )

チッピング φ30x130φ30x130

1-1断面図

正　面　図

CL

P
2

P
3
側

P
1
側

平　面　図

固定側アンカー筋ピッチ

可動側アンカー筋ピッチ

2 2

1

1

φ25 0

M 4 6 D

2 0 0 X 2 5 0 X 2 0

コア削孔 φ5 6 X 4 7 0

φ4 6 X 8 6 0  8本( S 3 5 C N )

φ 2 0 0

F 4 6 D

□2 0 0 X 2 0

コア削孔 φ56 X 4 7 0

φ4 6 X 8 6 0  8本( S 3 5 C N )

LEVEL

(1基当り)

(1基当り)

P2橋脚材料表(Mov)

P2橋脚材料表(Fix)

注) 1.本図面は、既設資料および現地計測をもとに作成した図面である。

    2.施工する際は、既設の計測を行い、施工を行うこと。

    3.削孔する際は、既設鉄筋を切断しないように鉄筋探査を行うこと。

    4.既設コンクリートとの接合部は、下地処理としてチッピングを行うこと。

    5.鉄筋の埋込み長、定着鉄筋は鉄筋径の15倍、アンカーバーの上部工側は300mm以上

　　　かつ鉄筋径の6倍以上とする。下部工側は鉄筋径の10倍とする。

    6.鉄筋の削孔深さ、定着鉄筋は鉄筋径の15倍+10mm、アンカーバーは埋込み長+10mmとする。

    7.定着鉄筋、およびアンカーバーの削孔径は、鉄筋径+10mmとする。

φ30x130 φ30x130

支承補強　落橋防止システム構造図(その２)

17

（P2橋脚）

支承補強　落橋防止システム構造図(その２)

名称 寸法

M 4 6 D

2 0 0 X 2 5 0 X 2 0

φ 56 X 4 7 0

材質
S 3 5 C N  S S 4 0 0  C Rスポンジ

合成ゴム SR 2 3 5

R Dパッキン

コア削孔

単位 数量 備考

組

枚

箇所

8

8

8

名称 寸法

F 4 6 D

□ 20 0 X 2 0

φ 56 X 4 7 0

材質
S 3 5 C N  S G P  C Rスポンジ

合成ゴム S R 2 3 5

R Dパッキン

コア削孔

単位 数量 備考

組

枚

箇所

8

8

8

防蝕アンカー装置

防蝕材

アンカー削孔

防蝕アンカー装置

防蝕材

アンカー削孔

エポキシ樹脂流し込み

主桁削孔位置図 S=1:20

S=1:5アンカーキャップ

※アンカーバーの防錆はS T- S G N 1 2とする。

位置決めパッキン

アンカーバー

アンカーキャップ

φ46x860

M

保持パッキン

スパイラル筋

アンカーバー

アンカーキャップ

φ46x860

F

保持パッキン

スパイラル筋

90Ax430

L=430

φ250(10@50=500)

φ200(10@50=500)

橋
軸
方
向

※ ボルト頭部に位置決め用の

  固定部材を設ける。

全ねじボルト

全周切り込み

位置決めボルト取付図

六角ナット・座金

M10x95 M10用

橋座面

φ4 6

エ ポ キ シ樹 脂 注入

支承補強アンカーバー S=1:10
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S=1:30

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示
設計基準強度

鉄筋種別

30 N/mm2

SD345

設計条件

名称
横桁増厚部

鉄筋定着長 30φ

桁座拡幅部

仕様

24 N/mm2

35φ

開始

素地調整工

鉄筋探査工

削孔機械設置

コンクリート削孔

孔内清掃

樹脂注入

アンカー埋込み

終了

アンカー取付けフロー

(1基当り)P1橋脚材料表(Mov)

(落橋防止構造)

チッピング

M 5 0 D

2 0 0 X 2 5 0 X 2 0

φ 50 X 8 6 0  8本( S 3 5 C N )

コア削孔 φ6 0 X 5 1 0

φ 2 5 0

( F i x )

P1橋脚
( M o v )

チッピング φ30x130

1-1断面図
P
1

P
2側

平　面　図

正　面　図

CL

1

1

LEVEL

注) 1.本図面は、既設資料および現地計測をもとに作成した図面である。

    2.施工する際は、既設の計測を行い、施工を行うこと。

    3.削孔する際は、既設鉄筋を切断しないように鉄筋探査を行うこと。

    4.既設コンクリートとの接合部は、下地処理としてチッピングを行うこと。

    5.鉄筋の埋込み長、定着鉄筋は鉄筋径の15倍、アンカーバーの上部工側は300mm以上

　　　かつ鉄筋径の6倍以上とする。下部工側は鉄筋径の10倍とする。

    6.鉄筋の削孔深さ、定着鉄筋は鉄筋径の15倍+10mm、アンカーバーは埋込み長+10mmとする。

    7.定着鉄筋、およびアンカーバーの削孔径は、鉄筋径+10mmとする。

φ30x130

支承補強　落橋防止システム構造図(その３)
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（P1橋脚 終点側）

支承補強　落橋防止システム構造図(その３)

名称 寸法

M 5 0 D

2 0 0 X 2 5 0 X 2 0

φ 60 X 5 1 0

材質
S 3 5 C N  S S 4 0 0  C Rスポンジ

合成ゴム SR 2 3 5

R Dパッキン

コア削孔

単位 数量 備考

組

枚

箇所

8

8

8

防蝕アンカー装置

防蝕材

アンカー削孔

主桁削孔位置図 S=1:20

エポキシ樹脂流し込み

橋座面

φ5 0

エ ポキ シ 樹脂 注 入

支承補強アンカーバー S=1:10

S=1:5アンカーキャップ

※アンカーバーの防錆はS T- S G N 1 2とする。

位置決めパッキン

アンカーバー

アンカーキャップ

φ50x860

M

保持パッキン

スパイラル筋

L=390

φ250(9@50=450)

橋
軸
方
向

※ ボルト頭部に位置決め用の

  固定部材を設ける。

全ねじボルト

全周切り込み

位置決めボルト取付図

六角ナット・座金

M10x95 M10用

アンカーバー(支承補強)
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横桁増厚配筋図(その１) S=1:30
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側面図
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（P3橋脚）
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(30d)
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(7組 X 2段 X 2箇所)
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H 2

(30d)
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6 D22
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1 D13

削孔
　φ32

H
 
5 160-D13 x 560

H
 
1 D13

H
 
1 D13

H
 
3-1 28-D16 x 520

H
 
4 28-D16 x 500

H
 
3-2 28-D16 x 520

H
 
2 8-D16 x 1210

H
 
1 128-D13 x 1170

H
 
6 128-D22 x 1110

鉄筋質量表（SD345）

H 1 D13 1170 128 0.995 1.16 148

H 2 D16 1210 8 1.56 1.89 15

H 3-1 D16 520 28 1.56 0.81 23 （28）

H 3-2 D16 520 28 1.56 0.81 23

H 4 D16 500 28 1.56 0.78 22 （28）

H 5 D13 560 160 0.995 0.56 90

H 6 D22 1110 128 3.04 3.37 431

752 kg

(機械継手箇所)

合　計 D22 431 kg

D16 83 kg ( 56)

D13 238 kg

総質量 752 kg ( 56)

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

横桁増厚配筋図(その１)

図 示 19

主桁削孔位置図 S=1:20

エポキシ樹脂流し込み

500

D16用

補強鉄筋組立詳細図 S=1:10

D22

D16

φ50

横桁増厚部

チッピング

かぶり詳細図 S=1:10

D13

削孔詳細図 S=1:5
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横桁増厚配筋図(その２) S=1:30
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鉄筋質量表（SD345）

H 1 D13 1120 128 0.995 1.11 142

H 2 D16 1200 8 1.56 1.87 15

H 3-1 D16 520 28 1.56 0.81 23 （28）

H 3-2 D16 520 28 1.56 0.81 23

H 4 D16 500 28 1.56 0.78 22 （28）

H 5 D13 560 160 0.995 0.56 90

H 6 D22 1060 128 3.04 3.22 412

727 kg

(機械継手箇所)

合　計 D22 412 kg

D16 83 kg ( 56)

D13 232 kg

総質量 727 kg ( 56)

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課
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横桁増厚配筋図(その２)

図 示 20

主桁削孔位置図 S=1:20

エポキシ樹脂流し込み

S=1:10

500

D16用

補強鉄筋組立詳細図
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D16

φ46

横桁増厚部

チッピング

かぶり詳細図 S=1:10

D13

削孔詳細図 S=1:5
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横桁増厚配筋図(その３) S=1:30
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（P1橋脚 終点側）
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平面図
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(30d)(30d)
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3-1
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4

(30d)

H
 
3-1 14-D16 x 520

H
 
4 14-D16 x 500

H
 
3-2 14-D16 x 520

(7組 x 2段 x 1箇所)

 

H 2

H 3-2H
 
2 4-D16 x 1200

H
 
6 D22H

 
1 D13

削孔
　φ32

H
 
5 80-D13 x 560H

 
1 64-D13 x 1170 H

 
6 64-D22 x 1110

鉄筋質量表（SD345）

H 1 D13 1170 64 0.995 1.16 74

H 2 D16 1200 4 1.56 1.87 7

H 3-1 D16 520 14 1.56 0.81 11 （14）

H 3-2 D16 520 14 1.56 0.81 11

H 4 D16 500 14 1.56 0.78 11 （14）

H 5 D13 560 80 0.995 0.56 45

H 6 D22 1110 64 3.04 3.37 216

375 kg

(機械継手箇所)

合　計 D22 216 kg

D16 40 kg ( 28)

D13 119 kg

総質量 375 kg ( 28)

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課
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横桁増厚配筋図(その３)

図 示 21

主桁削孔位置図 S=1:20

エポキシ樹脂流し込み

500

D16用

補強鉄筋組立詳細図 S=1:10

D22

D16

φ50

横桁増厚部

チッピング

かぶり詳細図 S=1:10

D13

削孔詳細図 S=1:5
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桁座拡幅配筋図(その１)

2-2

平面図

3-3
側面図
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2 2
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正面図
1-1
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1 D22

S
 
2 D16

S=1:30

（P3橋脚：落橋防止構造1.5SE）

S
 
2 16-D16 x 9410

S
 
1 132-D16 x 1050

1

2.00%

A
 
1 144-D22 x 1040

鉄筋質量表（SD345）

A 1 D22 1040 144 3.04 3.16 455

455 kg

S 1 D16 1050 132 1.56 1.64 216

S 2 D16 9410 16 1.56 14.68 235

451 kg

合　計 D22 455 kg

D16 451 kg

総質量 906 kg

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課
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桁座拡幅配筋図(その１)

図 示 22

削孔詳細図 S=1:5

（15D）

かぶり詳細図 S=1:10

 

アンカー筋D22

D16

チッピング

注記:上下のアンカー筋のフック部は、必要な鉄筋のあき(粗骨材寸法の4/3、かつ、
　　 アンカー筋径の1.5倍)を確保するように傾けるか、左右にずらすこと。

16
00

45
0

9600

275 200

100 100

9600

100 100

4
50

8
00

10
0

10
0

450

100 100250

8
00

10
0

10
0

450

100 100250

200 20030@300=9000

200 20030@300=9000

125

9600

200 30@300=9000

275

100 100200

200
125

9
8

1
0
2

1
00

2
50

10
0

1
00

25
0

10
0

9402

100

6
0
0

250

1
0
0

21
6

21
6
1
68

21
6

21
6
1
68

21
6

21
6
1
68

2
07

R=66

176

649

1502502005@300=15001502502005@300=15001502502005@300=15001502502005@300=1500 300300

1502502005@300=15001502502005@300=1500 3003001502502005@300=15001502502005@300=1500

8
00

2
50

3
00

2
50

330

φ
3
2

340

10

削孔 φ32x340

チッピング処理
補強鉄筋D22

エポキシ樹脂充填 330

450

100 250 100

92

削孔 340

8
00

10
0

1
00

25
0

3
00

2
5
0

54

D16

2
1
6

1
68

2
1
6

下地処理

92



桁座拡幅配筋図(その２)

2-2

平面図

3-3
側面図
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S=1:30

（P2橋脚：落橋防止構造1.5SE）

S
 
2 16-D16 x 9400

S
 
1 132-D16 x 1050

A
 
1 144-D22 x 1040

鉄筋質量表（SD345）

A 1 D22 1040 144 3.04 3.16 455

455 kg

S 1 D16 1050 132 1.56 1.64 216

S 2 D16 9400 16 1.56 14.66 235

451 kg

合　計 D22 455 kg

D16 451 kg

総質量 906 kg

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

桁座拡幅配筋図(その２)

図 示 23

削孔詳細図 S=1:5

（15D）

かぶり詳細図 S=1:10

 

アンカー筋D22

D16

チッピング

注記:上下のアンカー筋のフック部は、必要な鉄筋のあき(粗骨材寸法の4/3、かつ、
　　 アンカー筋径の1.5倍)を確保するように傾けるか、左右にずらすこと。
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桁座拡幅配筋図(その３)

2-2

平面図

3-3
側面図
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正面図
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S=1:30

（P1橋脚 終点側：落橋防止構造1.5SE）

S
 
2 8-D16 x 9400

S
 
1 66-D16 x 1050

A
 
1 72-D22 x 1040

鉄筋質量表（SD345）

A 1 D22 1040 72 3.04 3.16 228

228 kg

S 1 D16 1050 66 1.56 1.64 108

S 2 D16 9400 8 1.56 14.66 117

225 kg

合　計 D22 228 kg

D16 225 kg

総質量 453 kg

種 別 径
長  さ
(mm)

本 数
単位質量
(kg/m)

一本当り質量
(kg/本)

質  量
(kg)

摘  要

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/

桁座拡幅配筋図(その３)

図 示 24

削孔詳細図 S=1:5

（15D）

かぶり詳細図 S=1:10

 

アンカー筋D22

D16

チッピング

注記:上下のアンカー筋のフック部は、必要な鉄筋のあき(粗骨材寸法の4/3、かつ、
　　 アンカー筋径の1.5倍)を確保するように傾けるか、左右にずらすこと。

16
00

45
0

9600

100 100

8
0
0

1
00

1
00

450

100 100250

200 20030@300=9000

9600

200 30@300=9000

275

100

1
00

1
0
0

100200

200
125

1
00

25
0

10
0

9400

100

6
00

250

1
00

21
6

21
6
1
6
8

2
16

2
16

1
6
8

20
7

R=66

176

649

8
0
0

2
50

3
0
0

2
5
0

3003001502502005@300=15001502502005@300=15001502502005@300=15001502502005@300=1500

200
125

3003001502502005@300=15001502502005@300=15001502502005@300=15001502502005@300=1500275

9600

330

φ
32

340

10

削孔 φ32x340

チッピング処理
補強鉄筋D22

エポキシ樹脂充填330

450

100250100

92

削孔 340

8
0
0

1
0
0

10
0

2
50

3
0
0

2
50

54

D16

2
16

1
6
8

2
16

下地処理

9
2



工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示
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排水工詳細図(その１) S=1:50

<P3橋脚>

注) 1.特記なき材質はすべてSS400とする。

　　2.全て溶融亜鉛メッキとする。

　　3.PL類亜鉛メッキHDZ55とし、ボルト類は亜鉛メッキHDZ35とする。
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

28/図 示
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正面図(起点側) 側面図

平面図

排水工詳細図(その２) S=1:50

<P2橋脚>

注) 1.特記なき材質はすべてSS400とする。

　　2.全て溶融亜鉛メッキとする。

　　3.PL類亜鉛メッキHDZ55とし、ボルト類は亜鉛メッキHDZ35とする。
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課
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注) 1.特記なき材質はすべてSS400とする。

　　2.全て溶融亜鉛メッキとする。

　　3.PL類亜鉛メッキHDZ55とし、ボルト類は亜鉛メッキHDZ35とする。
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図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

県道寒河本庄岡山線(金岡高架橋)
橋梁耐震補強工事（７－１）

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課
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支承補強　落橋防止システム 足場計画図(案)

28

FRPφ200x2孔

φ150x2孔

至 岡山

40 桁　長 20960 40 桁　長 20960 40 桁　長 20960 40 桁　長 20960 40 桁　長 20960 40 桁　長 20960 20

300 300
支間長 20360

300 300
支間長 20360

300 300
支間長 20360

300 300
支間長 20360

300 300
支間長 20360

300 300
支間長 20360 300

10
00
0

10
50
0

1600

1
15
00

1600

12
0
00

1600

12
00
0

1600

12
50
0

1600

1
30
00

1600

支承補強(横桁増厚)

1600

116
00

1500

11
600

1500

11
60
0

1500

1
1 6
00

1500

11
6
00

1500

11
6
00

1500

1
16
00

1500

1500 1500
1500 1500

1500 1500
1500 1500

1500 1500 1500 1500 1500


